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小泉学部艮の学園都市論の発展を願う

戸　　　田　　　正　　　行

　¶珠してから20脅も経過すれば，気にか｝〕なからも，1り似　　課程の松小移llレ、問題のよ・，にrlドノの1㌣句1レ’る1）なご、1：け

とのつなかりもうすくな〉）て，［ゐ川の度合も少なくλ1：るのか　　論外て，1」1ろ，イ］1州人’Yの1偏弓㌔1；かト川1｝L／1；仁仙7、1にり

減てあ鳳すか，†か不幸刀・，私醐拾や好この辿絡n炉ぐ　あるいは束京と湖；θ）繊紺r・1；1“1川llB噺剖幻）・ある
らされたり，また私的な川1も多いために，1恨の諸瑚一や　いはイ1涼の多くの戊・学を・二の‖刷に招い㌧1・｛りいピ㌦パ｝榔
諸先借とお会いする機会がふえるばかりてあり才τた，そ1　　的役割をぷずべき成栃があろ〔1丙’（二えド♪lhい1㍉　一れ占ごIL成㌧1“

てこの間．舟枚の近況をおll‖きLたり，あるいけ人来図に対　　ることこそ，人：学の一一ノく11別迫L，｛万，　II．’ゐのし’！円1㍑’膚llζ．つ1「

する澄1見を求められたりしているっ1），門前のノ1、僧式に，学　　　がるものてメうり，ひいてけ，卜川学卜；ら1都巾の允ll〔i｛品｛‘り十方

部長のお説に感化され，あたかも，そのお説が1二1説てあるか　　　ものと思われよす↓。
の如くなってし」いよした。政治仙ても経済而ても菩しい変　　　　次に人学のrlリノ」に’ノいr．1・、｝1たい川1り、いll。i言よそ1こ

動をしている今目であリヨすから，ノ＼乎のrlり力や’ほ来の力　　　”y設置の日的け，れ会にし’川｝｝U　）ろ人目～’酎虻1ろこ【二に、λり

向もそれに迦応できるようτ1：ものてあるぺさことはも白うん　　　ゐと思わオljすn換llすれば，汀り1しから，《θ）1。才の’1’把【

てあります。ヰ業ηとしまLては，いかなる、W易にある人↓、　　は人物，識見ともに似毒てあろとの川砥メい｝け1”｝h就職校
～校の発展を甑わないものはありナせんか，この止hからい　　　に巾いても朋仙通り1、λ二｛上ξ、h以1．の白II珊力～出↓：得ろよ戊次

lll’の中のことてすから，川父はなぜ允展されアLllれぱならぬ　　　人物を准りあける∴とに‘鱈ゐ・1二胆わ，｝パ1・・二のλ一めドぱ・、
か，どのようなヲゴ向に発展すべさかなど；一ついW（け，大所同　　　大学そび）ものが，他㍑のれ従㍗）‘’lcいない1日色加ξ）1、ψになる

川からの客観的な）i｝1明がなされ汁けれ｝弍，川の当局者冶・納得　　　、＿とが先決マ’い、r川・：’の’日色ヒけノF力　1；［かく，ご｝｛ば繊

させ，またln論の支抽を受ける二とが困賄なよ・｝に思われ」　　ホ1｜に閏・1ろ人、学，・］なわ1り川な↑：l　ll‘｝ψ，巾か力1．‘∫㍉1n／t

す。IJ枚の将来が次定△，れんとヨるこの爪1峻な鴫llllにあ「こっ　　　ろ化㌢のノこ学てけな1」，伝杭’ドいか1たぷ‖llド川｝ろ1山射

て，愚叉ヵい1業4各位の1り｛父問旭への川心の端緒ともゾC，｝1げ　　　《｛5るこ｜二薦と思い｝sい，蔽焔の・’ゴペr！り∴｝｛げ・他の1へ紘

31叫Lてあり」寸。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるづ×学との～Cはllと人’ホンの関係、1～1力か｛，1れ寸，も
　ノ＼学のW川！者と1で，ll『腕愈発押さ｝ビ己寸δら、｝1ろ学ll阻cの　　　けやイ∫醐，のノ，’1．九しない〕二さ、㌧感川「，れト］」，

’学園都Th論け，すてに多くの力〃’∪刊竜fり，墨㌦も▲｝ざわざ　　　　次に，戊＼学のPl部紺識の問題｛、。眠’ス’似1’i｝“ならば・先〆わ

お昭き1て所加を札lll（1しレその力向㌣の努」パ’巡ム））ていると　　　飾凋1たいび）け，利学け進1い，τい力とはい烏，原」㌧，1’あっ

ももれうけたよわぺζおり才す。フUl・の、勘・］IZ，とン’・によ　めて氷や‘山’1ご1’1り，状糊を舶イ」　原」覗州イ㌍る｛，ノゴ

り於ずと，夕｝仰の白名な人学の1りiイ1地の地勢と気楓ぱ，E川　　　lf｛ルLではい穴いの℃・1→から，戊、然繊袖1．だ1同，貞な人造繊

から小諸にかけてのそれと全く同一ζあるとの’トてありよす　　　芹ll〃lel山に合成す4♪こ1二1ヒ，　l！け股ンない！：いフ、’㌘L
Lかもこの地’｝｝1は，今目wζは，虫京の郊夕｝とみデよされ，東泉　　　あり1寸。Lす」1ぱ，」く然繊漁のノト1｝1けIL5こにL・パ必堰な

から3111聞の距自IRこありLすn仲びざかりのwS学征を都会　　　ことてあり，tかも涛のノい｝『に、17・ド㌧け川代化がり堤求さ身い
のじんあいと騒枯から勺’り，IIIit寂な川境て，勉弓乏にいそ［ま　　硯化ナベきコX地も多いの・たすから，。のL｝｛；門の設1ビ～｛よ必要と

せることの必要1／Rよ謝tも感じているところてあり止すカ㍉　　　∴えよいい九、1；ll学1｛｛；門（よ，近qのに学プ’声ム‘こ押1ξ1ら

従来，大学の統合間胆や移転問題｛，ヒ，あ創1）は交通州1！」，あ　　　れ，1㍉；Ilピとのりがとり易い～こ1～）に，戊二うパぴ蓄1い二占い，

ゐ哨は敦授の1；∫16，あξ】1賄は散作していく1㌦茜旭操物のイ］効利　　　はじにょせられる似1向にありとコ、三のlil；IIIIは，ぞのI」1枯ヒ

用，ある璃は各学部川のノ」問係，ある哨ぱ川の通止などを択　　　研究成果の独得はコごくのノ・μ一べ卵　㌶1歳｝）］1ピ｝が，逆
拠として討論し，最も亜嬰と思わオτる人学、ン地品を忘れ『r：い　　　に，≠の故にごンと，不急㌧思わll｛川、・｝ノi：哨代にも，地道に

まL～二。学　組＼の人学立1也lt命は，仏の閃イ系1て15りぷす1！ll‘’；’　　月｛f続する必要があろ、1∪いト十（。　il学，機械ぴ，化’｝・などの

分野での過地適fl諭ないし1’1物の上力L地形成品L同1’ように　　尚分野が大学泉L織の中にrげ，｝しろの（よ当然なあり蛋すが，・日
∫く学問題解法の恨木理；命てあるとぢえられます。lll’σノ現‘人と　　色ある人学、とtての全的体・㍉に人きぷ、1・ぷセハs　hないために

して，上述のような我川引水諭が優先1’ドJlこたるのも，あろW　　　は，巴学｝‖；門の加入が必多Uヅあ元，ニヒ版強調いた1、，『・】っ

麗惣；こ竺；註蕊蕊蒜藤と｛燃忽蹴；　問蔓去コ；麟ζ欝漂鴇ご↓、‡i裟鮭趨灘・

随だいかんであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　る限り，社校は繊維大学とい、キコ称のもとに，繊蜥のあらゆ
　もらうん，この大学立地論だけが大学1｝1］題解決の川諭てけ　　るIlil門，すなわい天然繊紘と人｝巴融llの牛猷と加1：を取扱）

ありませんが，この論を主におさ，他の論を従に’「3く限りに　　　綜合的なjli科火学にならざろをlflない∴いうことであります

おいて，少なくとも次のようなことが塔えられます，すなわ　　　zとの体形においてこど，∫、学本来の使命が辻｝凡され，提唱片
らこの論の提帆者である舟校は，提唱者としての情厳をも一、　　・と［ての旅威も保たれ，ひい　ほ川バ〆園都lhの完駐」1につな

て，その地に苦｛々と永久にそびえたら，他に対1て指U「i勺か　　　かるL思うのてありξ一い，
役胡を演ずる義傍かある　　もっと短刀直ノ、に∴えば，敗☆　　　　　　　　　（下者け1！・ビ♂博1∫Jll∫1｝、把王、式験場技自ll）　’

海外に飛躍する

1北野建設株式会社
1　聯役絃北野次登
1　　　　長里］二Yl∫県田］‘524
1　棘都・峡区銀座ゆ5」1・野ピ・し

1　　　　大阪市北区堂島浜通り1の25折人阪ビ’し

1　　松オ・・品田・ジ・カルタ
i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト1　為替のご用は　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　はやくてたしかな　　　
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　富・士をご刊用下さい

　　　千曲会へのご送金は，当店宛の振｝ト貯金　　　〔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　口庄長野3523が一番ご便利です　　　　　　　1

　　　　　　上田市原町　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

柵・㊤富士銀行上畦店‘
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　　　　　　　　　　　　　　染料の耐光堅ロウ度について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部三　　　石・　　　　賢

基質上の染料の耐光堅ロウ度を決定する因子としては，

　（1）染料の化学構造

　（2）染料の吸着状態（どの位の大きさで吸着されているか）

麟§獺麟織禦當固ネ綱，工剤な　　辻
　　ど）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩
　（5）外部条件（照射光の性質，湿度，温度など）

　などが考えられる。

態麟灘鑑㌶當よ；姜緬㍑驚　　　畑
と思われ．る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CFIIII線と粒子成韮…模聾覧

蕪禦讐難び。＿、、耐毅酬＝㌫患糎禦
麟認竺㌶㌶㌫盤祭認、匡ω鍵、鑓灘㌫｛i認㌫㌶㌶
すれば珊光髄やや恥ることカミできる・　　　　い．す畑・ちぷ料媒而積馴脚伽砒例す孔た
め讐警獺㌫㌫゜”卿ま酬三を一綱　㌶罐：．1．幣・…CF・1・・線・・1　・‖…平

ま醐鰍料において離（醐力・プリ〃）・5一ビラ　（2）一党‡祢測ト布系（。。n，t、。t　p。，ti、1。、。。ce。t，。ti。。

ホニル舵醜輔入すると砒性は向上する・　　　　・y・t鋤濃度士曽脱ともに，酬縦一プ荊にの職

・‡鑑鑑繊㌶蹴：メタ卿メ㌫；㌫㌶；、蕊6蕊嘘麟
㌫難弩㌫用蹴る㌣ア脚綱過　誌語：．㌣魎酬・・蹄・あ繍
　　2・染料の吸鰍態と耐耀゜ウ性　　　　　跳の絶系では，ωと㈲と剛極　艮とする聯であらわ
細呼瓢態と耐耀吋性と↓酬妾酬係があるが・　泌・又・CF酬から，酬の酬一一濃度が附にしたが

G慧・1織灘霊つてし’る゜　　つ鑓灘竺§継も，度大酬，順，染
（1）

T㌶念選n剛’て’いろいろな状竺噸状態を繊蛭酬・酬…ができ
（・）．瀧飯疏染料継破面積砒例して進む・　　Gil・・ら噸色・・附る鋤の実験から次のよう端論を’

といっことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えている。真の単子分散系はごくまれにしか見いだされない

すな沸・獺上1醐’ては謙料｛蝉分子状のものもあ　が・その場輪｝潮光堅・ウ性麟常｝・低いパた染料分
れば・かなり大きな会合体となっているものもある・単分子　　　子の化学構造は，粒子の大きさに影響をおよぼすが，現在知

状染料の表面積は会合染料にくらべてかなり大きいから・退　　　られているかぎりでは，建染×染料，日光に堅ロウな直接染

色反応もすみやかに行なわれるわけである。　　　　　　　　　料，中性染色用金属錯塩染料は均一な，比岐的大きい粒子を

　一般に用いられてし．・る堅ロウ性を試験する便利な方法は，　　つくるものと思われる。

CF（Characteristic　fading）曲線を用いる方法である。こ　　　またつぎのような結論もえている。　　　　　　　　‘

れは・基質」・に最初からあった染料の一趨ω％が便利）　ωヲド常靴学齢が類似してし・る一連の染料の日醗ロ

退色す馳畷塒間の澱を・纈上の最初の染料灘に　　ウ醜イヒ鞭崩・（靴と翫）に醐莫唖一る．しか
対して・・ツける・（図参照）　　　　　　　’しパ9本的端造がこ雄。ている染拳1では籾醐礁

　　　　　　1吻吻栩品臨臨2　　　　　の差異が・イヒ学反応性の瓢より働で紘・から比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しても，関連は見られない。

∬囚薗　〆　　　121さ灘麟誌耀曇蕊ξ蕊蕊麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。　　　　　・

皿　膠　　吻　　　鰹　　　　　　　　　　さらに，次のような処理は日光堅ロウ性を高めるのに役立

＼M・2 @・4　　　つ6）次の、，酬｝を利肘、。、．



（、）舶．151（昭和31年6月値日第3租郵便物認可）千　曲　会　報　　　昭和僻聞口

鵬i難㌻ご‘㌶1き：ll辮撫鶯難難1籏
c）　水に対する溶解度が小さいこと。　　　　　　　　　　　　　除くこと。

（2）次のよう馴維を用いること。　　　　　樋の蹴6として鵬つぎのオ・の胸る・．
・）r暢辮灘け・幽’㈱であること・；呈ぽ灘㌶㍑鷺蕊：潔㌫｝
（3）灘染の場飾染料より鞭・ウ性のよい顔料醐い　　　　　　　　　cl「の（1測
　ること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯島俊郎：ニヒ化　6了46（1964）

（4）染色および，染色の後処理におい一G糠結舗肋の　∫・可「11健1・繊・　志2騰笥川｝（　D（19帥

　ある薬品とか，カチオン性表而活性剤の《吏川をさけるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　フラスコのレンズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠　　　原　　　　　昭

　早いもので母校の旧本館が焼けてから丸三年になる。火事　　　に菟らゾlcかっ・た1わけだが，そのh；1：囚が全く二、膓朋し・ないことだ

の翌々日に生れた長男が満三才セこなるのだから忘れるわけに　　　った，その菓子箱の隣｛ヒ燕摺水を入れた直径12c～〃f、担）ツラメ・

ゆかないo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コがカり，そこに陽が1セぷ二っオ∵た♪～）レソズとなり・た患たま

　束京に住iんでみると噂さ通り火事の多いのには欝く・駒場　　　紙箱の側Tlli上に焦点犠撒結んだのである（，ホぽけにその菓子箱

の宇宙研にいると近くの消防署からひつきりなしに出肋する　　　ヵミ燃い｛告子模様のものでそウ）黒地の、1・に光が集・たのも全く

車（急救車も含めて）のサイレンが聞こえてくる。1三1によつ　　　の偶然であった。箱の位蹴が1c〃↓・で｛）ずれ℃いナニら限点な結

てはあの独特な瞥笛を鳴らしながら近くを走つて行く小田急　　ぱカcかったのである。

線の特急電1ドの数よりも多いそうだから正に火事は江戸のli　　　Yl了版のフラスコの直径は色々あり，］，｛｛点距離もモの火きさ

というべきなのだろう・とんでもない花である。　　　　　　　にょって遼ってくるが，火体淡而から3～15c尻の辺にある。

先日は寓居のある中目黒四丁lllのすぐ近くの鰻から火が　t．煽ミって焦点が丁度机の．、｝二繍鴨の醐がか？：c順いたと

脈ため・工鞭中に非‘1溶ルで起こされて避糊1端までさせ　きであるから一日のう駄陽の、、渡が口・しに燃うの轍繊
られ諌京らしい経験をしたのだが・！蜘の新聞で2階に寝　のわずカの時間帯だけであるが，冬酬｛澱の確1・ドがずっと

5；1㍑墓綴鷲㌫二讃ll：ε3鵠蕊㌶蒜c　大㍉鷲忽蕊元；熔の柳蹴先刻御）R知の。とで，普

で私の家の道一木はさんだ向い側の迎物が火事で丸焼けだと　　断十分の注捻を払っておられξ、こととおイ，うが，私のような

いうことを知らされ・身近に火事の多くなつた恐しさをつく　　門外漢がフラスコを扱うと，とんだ失敗を仕でカすものであ

つく感じるようになつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。それにしてもあの時発兇が遅れたらと：C；もうとゾツトす

・火災の原因は大方不注意によるのであろうが・われわれの　　　るのである。

常識を越えた発火原因も案外多いようである。この間大田区　　　当時このことはあまり馬鹿げたタこ策だったば）で人にも繕さ

ではアルミの旋盤クズを積んで走っているトラックが涯れ下　　　なかったのであるが，しばらくしたある日の新開（昭和37，

つていた裸電線に触れてス・くFクk・アノレミについていた油　4，12闇荻）に（胱←醐く（レンズ）酬i点抽・び江一
に引火・トラツクはもとよりその飛火で沿道のアパートな全　　　ルハゥス焼く」という大きな見出しの記事があ《、のに驚いた

焼した・控たま糎が30％という魁1乾燥時だつた・埼玉　酔町で・，ンドウ硝紺ててい脳・一ル・・似搬燃

5丁畿㌫蔓墾㌶；江㌶蓮《；㌶慧誓　き三漂鷲裟ぱ？蕊㍑‡㌶欝潔蕊

i蒜鞍煙梵鞍劉憩‡霊ξ曇ξ驚舗煙　＿二」喘胤学博・｝・・酬竺≡魎ご竺し

（39，7，11朝日新聞夕刊．一：城南版）が，これなどは偶然が

いくつか輻藤のた常識では信じられプよい稀少現象である。と

かく世の中にはこのような数学的確率では律し，得ない事象が

起りがちなものである。

　このような珍しい火災原因を調べあげたら働こ一冊の木に

なることとおもう。米だこの種の本におド1にかかれないのが

不思議なくらいである。

　数年前ちょうど旧館が焼けた少しあとの頃たまたま研究室

で経験した話を御披露しょう。その日，初春の日ざしの長い

午後2時頃だったとおもう，実験室の机の上にあった菓子箱

に入っている謄写用の原紙から一条の煙が立ち上つていた，

もちろん紙の箱と原紙に豆粒大の焼け孔が明いただけで大事

信大教科書　　　　1
自然科学書　　　　　1

　　　　　工学書協会特約店

∠＿撰詩謬蒜
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　　　支会だより　　㍑芸環議慧耽㌫簾‡；ζ匡，（謬騰認纏禦致剖萄栽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠右工門氏の指命によって猪坂薗：一氏の　　　　　　　　1　　　　（40－2－17）

・　　上小支会総会記　　　音頭で繊時音llおよび刊1会の万才をノ1拝啓・突然にお手紙を亮…」二げます゜禾ム

お瓢麟綴繁1ボらか　和して犠1緬羅1灘1瀦ll羅

唖の卿こそは巡鋤1秘という・醐・酬獣甑麟弓・があ・て，その篠・」蹄であり沽・剛醐酬酬

謬霧蕊弄蕊淵鑑劃1竃昆5ぎ7隠麟㍑嘉離灘灘藷竃麗鷲劉・㌫蒜綴箒芝

p難羅i篇雛錫i賢羅難霧㌶駕1璽鞭運顯1㌫
」陪で蹴された・　．　　マザと虻られソ・．　　　　であり川∫圏・しく糊汲じcおるとこ

ト離竃欝竃灘急翼㌶撒灘議i議i轍≧耀口‡
学部の近況に？いて；・舌酎した・刊1陰のず自負するので蹴・。　　　　は甑一：加畑，然も照養配＋八度線
あリフゴについては学部と千【lll会は車の両　　当方としては袋井ライオソズ・クラブ　をはさんで，南北に1左置しておりますの

輪の様にに1搬な関係1こあり・地味な舞の一会員なる私は，この袋井L・cの役も又向阻・と粧ま［ぷので魂生の御

線の役割が同窓会であるとら地元支会鍵一任して一切別奪脚継役韻つて説姓家の父開賠致しましたので，父
　として，学撒こは自註三性があるカ・ら充分　出て貰う様に串入れてあるので，袋井市　島田柄男は1・1下庶梁を営んでいる百姓で

見きわめてから，あとおしをたのむと激　当局等への連絡且つ又当市民の与論の喚　ありますが，以前には篠ノ井市市会幾員

‘励と制御の挨拶があつた。ついで蒲生俊　起にも一役買つて貰いたい旨も依頼して　や横田区の区長もした事もありますので

興顧問・偲袋忠右工門県議から最近のrlコ　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　市の有力者間に話を出して貰いましたo

央の糊〔についてこの見聞を・豊富な学・斯くなつた」・は今一押し押し」・げて初　そぼ｝1品篠ノハ師では網C疎り気

殖と経験から，叉力強いスタミナーから　志の実現を見たいものと改めて長野県民　で，話はとんとんと進んでおるそうであ

　ご両氏とも有意義な話をされた。次に議　篠ノ井市民の今一層の与論の盛り上げに　ります。

事として役員の改選については会長外役　御協力を願つて止まない。　　　　　　　　近く戸倉先生宛篠ノ井市の方からも便

員留任で拍苧となり決定した。このあと　　私は両市のムード，タイミングの一致　りがあると存じますが，姉妹市になる縁

）懇親会になり陣屋主人（川上科学機械店　を見た上で，日出度く私の橋渡したかね　組が成功するよう是非御力添え下さいま

川上傑人氏（学化1）のサービスで和気　ての夢を，みのらせたいものと希求する　すようお願い中し上ます。

満つる盛会となった。同窓の集いほど心　のである。　　　　　　　　　　　　　　先生に無断で先生の御名と御説を篠ノ

おきなく語れるものはないだろう。語り　　この上とも千曲会報の御声援・ムード　井市の各方而に公表してし．まつた事をお

合うきっかけのチャソスと研究に，事業　の盛り上げをお願いする。　　　　　　　詫び致すと共に御了承下さいますようお

にヵ又コマーシヤルに，さてはピーアー　　なお，島田医院長1鰻学博士，島田猪一　願い申上ます。　　　　　　　敬具

‘　　　　　　　　　　　　　　　＿一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿⌒＿「．．析，』、＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

牛芋‖午．罫、用新案．意匠　・商標

　　　幽願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
東京都芝新橋　1　の20

堤第一ピル四階
東京（59DO764・0765

弁理士　浜　　　香　　三

弁護士　申　　猪　之　助
千曲会員　福　島’鋼治郎

甜鵬
　　　　竃灘レ針

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　　TEL塩田650

　　社　長　増　島　芳　美
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　　　　　　　　　　　日本学術会議第7期会員の選挙について
　日本学術会識の第7期会員の選挙カミ今年11月ヤこ行われるこ　　②短期大学，もしくはill瀞Tlj：門｛こ搬川1』：門判ぴ杷門

とになりました。そこで，先般右権者の認定発表の結果を，　　　　樂後4年以上の者　　　　　　　　　　　　　　1

誉耀麟鷺瓢21≧灘‡；，難㍑跳2禦麟号㌫，・剛蹴た・｝
かし，一度不認定となりましても，下記により舷録用力pド　11月25日現在を21眺とする。　　　　　　　　　　　　　i

麟㌶麗㌶賜竺、㌶霊竃憲曇≧㌶撒；当罐綱榔酬・が印i
急手続きをおとり下さるようにお願いいたします。　　　　　刷になっていれば資枯があり霊す）　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　記　　　　　　8三た欲の継・そ酬党言故祐嚥績齢σ）・餓が川
路録用カードの請求場所凍輔1台東区上野公園　　　ケ年を越えていても差しつか耽いことになってい紗・川

舗＝響；た刊，曇糠竃縫巖1合灘竃灘鱗i罐i灘墾i
には，上に記した事項に基づいて，お乎数でも至急懸録用力　　　し，しかるべき学禽に所屈する者　　　　　　　　　　　1

誌繰1’まし計搬τ・・てい瞭いす鷲1：灘禦ぽ漂織、罐；瓢i
有継の資格についての弼ゆ要点　　　　　す．この加仁お忘れなく調3旧までに必潤噸さ・繍・1川

1．学歴賠は研鰹　　　　　　　　下さいま1・℃剛測制噸いし・たし鮒・　　　　i、
　　（1）新制大学（短大を除く）また｝ぷ旧制大学卒業2年jl人　不明の点や疑問のこと｝1㌔千曲会本部・事務ll・うにお問い合｛

　　　　」・の者　　　　　　　　　せ下さいますように剛1いいたし鱈・　　　　1

　　　本会記事　　‡鱗慧別お繍のあ麟；酬襖福と蛾漂iた：撚芯1，燃）

酬法人上。繊維科噸会麟催　若林清氏来㌔　　総劉熱灘；

i難1欝無難轡竃妻灘1：＜もll撫1蕊灘繍：ll緬

③昭和40年度研究助成金交付申霊【11募集広　　　母校火災復興資金完納者氏名

告は3月号千r出会報に掲載広告すること　群馬支会　2，0001］湯房〔理三（螢36）

に決定。　　　　　　　　　　　　　　　神奈川支会2，000円宮崎　親作（学糸8）

④その他本会基本財産として保管の有価　諏訪支会　1，00011j中山千佐登鰐：紡7）

証券電信電話債券は40年度から抽簸開始　山陽支会　2，000円峰村　勲、弘（学イ1二7）

に該当するので当選の場合は継続し新｛こ　宮崎支会　2，000円ll．ln　亮祐（糸27）

購入すること。　　　　　　　　　　　　　　小計　　5名　　　9，000円

　　　端丘触＿周忌1、齢　　　閑1496名3・38L斗741【1

　1月23日は元繊維学部長，木会顧問故　　　　　千曲会費完納者

林貞三先生一周忌につき有志，蒲生俊興　会費通算40回完納者は会費を免除される

野口新太郎，荻原清治，山口定次郎，商　ことになっているが，今回次の会員は内

木春郎，白井美明，石川博，山崎菅録，　規に該当し会戴免除となった。本会向上

青沼茂の各先生，肉井要鵬小山よし子　発展のため多大のご協力をいただいたこ

　会費前納利用のおすすめ
　lrF秋1用開催の定期総会において会
費1’〕：4・0年度から王ド額500「［］に・値．．1．二し，，

本会の円川な運営と活：発な活動をする

こと1こなった。会費値1二実施は4・0：年4

月からで3月末撒でにIUI納の場合は昭
和44年まて’5ケ年分｛．1：午額30011㍗□E［

しいことトニカ：っrCいるカ・ら，・世し・・ぜし・

前納利用をお∬6めします。　こオ1，，はII召和

36年の総会決議で会費は〕10算40回完納

の場合会費免途され、ることに決定して

いる。ただし，前納の↓勢倫は5ケ年を

限度とすることになっている。



｛i鵜蒜竺11欠採胴名）・繊徽械　　　・：ミ維‘・鵬一㍑㌶齢㌫㌶蒜；埴順任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば　　　　 』　　を果し・たリミにはれば〕1，した笑顔で，ご幸．

　　　　学内人事　　　’　　．　．，　　概のものの様に服けら・臨ぷども
　　　　篠原昭助年制i｜iに昇任　　　　　　㍉　　　　　　・　　　　　㌧　　　　　　はひた寸らご健康を心より祈り」∴げてた

　繊維機械学科篠原昭Uむ手は40年1月1　　　　　　リレーのスナツブ　　　　　　次第である　　　　　　　　（関　記）

日fl’信州大学i｛1㍑師に昇任発令されたo　　　　　　　　　　　　　　＿

　　昭く3．月1r　．＿王．曲　会　報（昭和31年6月18日第3種郵便物綱）脇，51、7，

　　新設と第2次大学院学生募集　　　　　　r111　　215　　802　　3・7　　年；i陀幾内容の主なる点｝：に小麦のmonoso

翻榔綱障網ま雁隈からイ洲　　学吉∬内・キー大会　　micsの些ミ・⇔・ミク・・ガンバナ・

霊灘讐鷲1懸㍊↑・㌫：麟る㌫て終lb（蓼蕊㌔竃鴛曇鰹㌶繋；翼

；羅1㌶1蕪議ii㌢　　・灘欝鶴驚曇i籔難｛竃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究一途の西山市二先生

　　　40年度入学志願者　　　　　（翻酔ご退官）
願犠篇言響慧麗灘三㌶，，謬欝劉霊，1，：ζ㌫鷲浬

；2ぱ三イ謬誉轡慧惣R灘蒜義臓雲賢、㍑藁；瀦纏

3月23吐ら25Fl樋で・酬糠↓泊へのあゆみと岨証搬としての灘

羅撫呈懸懸il雛ii瀬灘藷

　　　　仔増捧武男星総修

絹糸の構造
　　A5版堅牢クロース上製
　　550：じ〔　　1剖360余　　　87｝ξ札6組

　　完価1，⇒300円泌料当：ノゴ負担

予約販売の残瑞あり，ご添盟のづ∫（工

下記にお巾込下さい。

－1こ田市常入　儒り・ll大学繊維学部内

　　　千曲会　出1｛反部

v．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　』『1　）「　　　　　　　　　　　・　・、・・…

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

｝　　　　　　　　財団法人上田繊維科振興会研究助成金交付希望者募集　　　　・　　　　｛
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

lf澱50醐記創礫とし・醗且た」」11酬⊆科学撤会（4－or究助齢Cヒ5眺まで｛。交帽一る。　　　1
｛以下鰍会・い・）剛・会寄附行繍・酬項蹴い・・，研究嚇iを，けたも。は、蹴の酬胤てか、｛

申・助蹴幽蹴の要領で酬・・　　1年酬・醐以…にそ・職果酋蹴・・⇒

一・麟網叩日までに振興会脚紗て・ロ勘齢交蹴脚・・　－　　　　　　i、
畑・縮に那e課題・ド臨訓1i鞭・鵬蹴を繊して6，田1・蜘成の成果順貯1‖麟」、に欲する。　l

i酬し紺禰献…　　　　　7，・・罐式昧会緬，ぷ、ぱ送附す副1，幽嚇
i2・応酬臓綱…1眠蹴剛…叱酬卿隅”・酬・醐さ・・よ・嶋・・｛

1∵≧㌫f熾、瑚馴蹴一い剛ポ昭和僻一・　　　1
i・・　　　　　　　　　鯛法人上醐繍学鋼会麟長柳沢延⇒
ヘー・s・・一一・… @　　　　　・…　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　・　　　一　　　　　・　．㌧　　　　．　』　　，「　　　紛　　＿　、．．i、、、．．、』、ド＿，1
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　　　　　　　会員動静　　高酬二化パ滋1；1‖1圏累酬、，1賜
奥　　IE巳　 旧　職　兵　庫　京者ll市ノ1三京区下服｝東高木i刊丁｜5　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ・でノ匡・ム・1：場☆（ni）　｝く】lt：市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の4，（勤前のとおり）　　　　　　　　　暗L㍑6’－15電伽32了
不i㎏i　　亮　三蚕　21　：化　奥　盛岡市」二田宇：」爪イゴ野・；F48の2　　　問1日　　∫［†t　イヒ　9　静　1同’　興P・1人絹パルゾKK（住）66

’18城　 ‖！」・久　五ξ　23　近　 畿　 1二1本勧業5狼そ了プく阪支店（、ノく1※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11司り」～吉原市緑ケ「i：興人フ’パ｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∬ヨ馴墓：大川田∫1　（i〕iヨ飛｝喬初垣狼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　1の6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ごノレ｜人1）　‘｝丘　（202）　1151　（fl三）　　　　ド‘lll｜　　　f政　　”i了：イヒ2　　｝｝己　　『蒋　　ll’Fi｜h1｜旨1亡1く「三三い：「1：」↓↓　　ln’1’｝‘V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府麟』川，1∫．1｝ll1468の3勧　　　　　　　　　11∫門ア『11｛‘川1　rlll｝
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